
２　個別事業評価調書

事　業　名

目標時期

総事業費 1,407 本年度事業費 1,407 交付金交付額 703

1 府と市町村等との連携に資する成果

2 住民の自治意識を高める成果

3 リーディング・モデル成果

4 広域的波及成果

5 行財政改革に資する成果

6 その他の成果

（記載要領)

具体的な成果

事業の有効性

事業の必要性

事業の効率性

　当該側溝においては、大雨等の際に、許容流量を超え周辺家屋等に浸水被害を生じさせる恐れがあ
る。このため、側溝を整備改良し大雨等の際の被害軽減を目指すものである。

　当該側溝を整備することにより、家屋等の浸水被害の防止、環境衛生の向上、水路洗掘の防止等の
効果が得られ、周辺住民の安心・安全の生活に寄与するものである。

　浸水被害の防止、水路洗掘の防止、環境衛生の向上が図られることにより、これらの被害が発生した
場合の財政負担を軽減することができる。

団体名：与謝野町

町道上地宮ヶ谷線改良工事

　１　事業ごとに本様式を作成すること。
　２　「具体的な成果」欄については、できる限り客観的な数値を掲げて具体的に記載すること。

事業の概要

　旧加悦町においては、大雨の際の家屋の浸水防止及び環境衛生の向上のため、年次計画により排水
路の整備を実施しており、今回は町道上地宮ヶ谷線の側溝を改良するものである。
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